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序
小

。
中

・
高
と
積
み
重
ね
る
書
写
書
道
教
育
だ
が
、
小

・
中
の
そ
れ
は
国
語
科
に

「書
写
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、　
一
方
高
等
学
校
で
は
芸
術
科

「
書
道
」
と
し
て
単

独
に
成
立
す
る
。
国
語
科
と
芸
術
科
と
、
双
方
に
は
相
当
学
習
内
容
に
開
き
が
あ
っ
て
、

指
導
者
側
に
余
程
入
念
な
融
合
性

へ
の
配
慮
が
な
け
れ
ば
互
い
が
別
個
の
も
の
と
な
っ

て
し
ま
い
、
全
体
を
通
し
た
学
習
効
果
は
稀
薄
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
中
学
校
書
写

一
年
次
の
学
習
内
容
を
み
る
と
、
小
学
校
と
の
大
き
な
相
違
点

に

「
行
書
の
学
習
」
が
登
場
す
る
。
図

一
に
学
校
図
書

（
平
成
十
九
年
二
月
発
行
）
の

概
当
頁

（
Ｐ
３０
）
を
掲
示
す
る
。

こ
の
右
頁
の
左
上
部
を
と
く
に
注
視
す
る
。
白
黒
反
転
し
た
文
字
で
あ
る
。
初
見
で

は
違
和
感
が
あ

っ
て
当
然
の
も
の
だ
が
、
高
等
学
校
書
道
の
教
科
書
で
は
こ
の
自
黒
反

転
し
た
文
字
、
「
拓
本
」
が
手
本
の
主
役
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

専
門
用
語
で

「
拓
本
」
と
称
す
白
黒
反
転
し
た
文
字
は
、
た
い
て
い
史
上
の
先
人
の

古
い
筆
蹟
中
か
ら
手
習
い
の
対
象
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
石
面
に
刻
し
、
上
か
ら
し
め

ら
せ
た
紙
を
張
り
、
柔
ら
か
な
布
に
墨
を
付
け
た
も
の
で
叩
く
。
す
る
と
石
面
上
え
ぐ

ら
れ
た
部
分
が
自
く
浮
か
び
上
り
、
か
よ
う
な
白
黒
反
転
し
た
文
字
が
表
出
す
る
次
第

で
あ
る
。

多
く
は
長
い
間
自
然
の
雨
風
に
さ
ら
さ
れ
て
、
風
化
が
続
い
た
傷
み
の
顕
著
な
文
字

ば
か
り
で
、
果
た
し
て
高
校
生
に
と

っ
て
こ
れ
ら
が
能
書
と
し
て
優
れ
た
内
客
に
映
る

か
、
よ
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
面
は
確
か
に
あ
る
。

岡
　
村

浩

（）
利
　
光
　
亜
希
子

た
だ
、
手
本
を
左
か
ら
右

へ
行
儀
よ
く
写
す
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
せ
ず
、
「
個
」

つ
ま
り
書
き
手
の
心
情
の
発
露
を
最
終
的
な
学
書
目
標
と
す
る
芸
術
活
動
に
あ

っ
て
は
、

ひ
と
癖
あ
っ
て
か
た
よ
っ
た
価
値
観
の
塊
の
如
く
み
え
る
先
人
の
拓
本
文
字
が
、
創
作

活
動

へ
の
大
い
な
る
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
、
有
力
な
資
料

。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
活
用
さ
れ

る
面
が
出
て
く
る
。

同
じ
白
黒
反
転
の
文
字
で
も
、
粗
末
な
印
刷
物
で
み
る
よ
り
も
高
級
な
コ
ロ
タ
イ
プ

印
刷
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
最
上
な
の
が
印
刷
物
で
は
な
く
、
「
原
拓
」
で
み
る
こ
と
を

希
求
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

原
石
に
触
れ
た
、
本
物
の
息
吹
を
含
有
す
る

「
原
拓
」
は
市
場
価
値
が
高
く
、
け
っ

し
て
入
手
は
容
易
で
な
い
。
ま
た
、
同
じ
古
典
の
原
拓
で
も
、
採
拓
時
期
が
古
い
方
が

文
字
の
摩
滅
も
少
な
く
、
原
拓
と
し
て
の
価
値
は
高
く
な
る
。
古
拓

・
旧
拓
が
尊
ば
れ

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

他
方
、
好
事
家
の
注
目
の
的
と
な
っ
た
り
手
習
い
の
対
象
と
し
て
人
気
の
高
い
古
典

に
関
し
て
は
、
往
々
に
し
て
融
刻

・
復
刻

・
偽
刻
等
が
別
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
拓
本

の
新

・
旧
さ
ら
に
真
贋
を
検
討
す
る
こ
と
も
、
重
要
な
研
究
分
野
と
し
て
今
日
ま
で
成

立
し
、
多
く
の
有
益
な
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。

新
潟
大
学
に
は
比
較
的
多
く
の
原
拓
本
が
所
蔵
さ
れ
、
就
中

「麓
山
寺
碑
」
宋
拓
本

が
旧
拓
と
し
て
知
ら
れ
る
。
た
だ
残
念
な
の
は
、
こ
の
唐
代

・
李
北
海
の
書
が
現
代
に

二
〇
〇
七

・
七

・
二
　
受
理
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◇

点
画
が
連
続
し
た
り
、
省
略
さ
れ
た
り
す
る
部
分
に
気
を
つ
け
よ
う
。

曲
園
日
園
圏
Ⅲ
り
（か
ご
字
が
楷
書
）

中

心

さ
ぐ
縦
長

中
国
の
人
、
王
義
之

（三
〇
七
？
～

三
六
五
？
）
の

『
集
王
聖
教
序
』
か
ち

集
字
。

●印では穂先を

押さえ直して書く。

図
―
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あ

っ
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
史
上
の
脇
役
に
位
置
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

本
稿
に
取
り
上
げ
る

「
龍
門
造
像
記
」
は
、
高
等
学
校

「
書
道
」
Ｉ
の
教
科
書
中
、

殆
ど
の
出
版
社
の
も
の
に
掲
載
さ
れ
、

い
わ
ば
必
修
の
楷
書
古
典
と
い
っ
て
よ
い
普
遍

的
書
美
を
帯
同
す
る
。
力
強

い
方
筆
の
学
書
は
、
中
学
校
ま
で
の
書
写
内
容
に
は
な
い

新
鮮
な
学
習
目
標
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
龍
門
造
像
記
」
程
の
人
気
を
博
す
刻
石
に
関
し
て
は
、
御
多
分
に
も

れ
ず
真
贋
の
見
極
め
の
困
難
な
拓
本
が
非
常
に
多
く
世
上
に
伝
わ
り
、
精
巧
な
出
来
ば

え
の
も
の
が
、
し
か
も
何
作
も
中
国
各
方
面
で
制
作
さ
れ
て
い
る
。

大
学
所
蔵

の
分
は

二
十
品
を
収
載
。　
一
峡

二
冊
本
。
本
の
題
答
は
中
国
人
の
書
き
手

に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
彼
の
地
で
剪
装
仕
立
て
に
な

っ
た
冊
子
と
み
て
よ
い
。

二
十
品
の
状
態
は

一
括
に
採
拓
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
別

々
に
あ

っ
た
も
の
を

一

種
の
集
帖
に
し
た
性
格
を
有
し
、
「
龍
門
造
像
記
」
原
拓
に
あ

っ
て
は
間
々
み
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。

私
は
こ
の
原
拓
を
実
技
制
作
の
授
業

で
紹
介
し
、
或
い
は
鑑
賞
指
導
上
の
学
書
材
料

と
し
て
日
頃
活
用
し
て
き
た
。
正
直
に
い
っ
て
こ
れ
ら
二
十
品
の
間
に
は
、
精
粗
の
質

の
み
な
ら
ず
、
真
贋
と
い
っ
た
重
い
問
題
を
も

つ
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か

し
た
と
え
贋
作
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
見
分
け
る
過
程
も
先
述
の
よ
う
に
重
要

な
研
究
分
野
と
し
て
存
在
し
、
生
き
た
学
問
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
そ
こ
で
、

こ
の
数
年
の
間
、
大
学
院
授
業
に
お
い
て
し
ば
し
ば
本
拓
本
を
教
材
と
し
て
、
質
の
分

析
を
丁
寧
に
進
め
て
き
た
。
日
頃
の
授
業
か
ら
生
じ
た
教
育
研
究
成
果
の

一
端
と
し
て

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
．

楽
王
丘
穆
陵
亮
夫
人
尉
遅
為
牛
檄
造
像
記
」
と
い
う
。
龍
門
十
品
の

一
つ
で
、
有
紀
年

造
像
記
中
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
造
像
記
の
高
さ
は
・００

ｃｍ
で
、
幅
は
３４

ｃｍ
で
あ
る
。
碑

文
は

一
行
日
の
三
文
字
目
が
欠
け
て
い
る
が
、
そ
れ
を
史
料
で
補
う
と
大
和
十
九
年
と

な
る
。
河
南
省
洛
陽
龍
門
山
の
古
陽
洞
北
壁
、
魏
霊
蔵
造
像
記
の
上
方
に
位
置
し

（
図
二
）、

交
脚
の
弥
勒
菩
薩
と
共
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
碑
文
の
内
容
は
、
長
楽
王
丘
穆
陵
亮
夫
人

の
尉
遅
氏
が
亡
き
息
子
牛
檄
の
冥
福
を
祈
り
、
こ
の
像
を
造

っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

丘
穆
陵
氏
は
、
古
く
か
ら
北
魏
宗
室
に
仕
え
た
胡
族
の
功
臣
の

一
人
で
あ
る
。
亮
は

名
で
長
楽
王
に
な
っ
た
人
で
あ
る
。

一
一一一

新
潟
大
学
蔵
龍
門
一

―

牛
標
造
像
記

・
一十
品
拓
本
の
検
証

楊
大
眼
造
像
記
―

○
牛
標
造
像
記

一
、
概
要

北
魏
の
洛
陽
遷
都
後
二
年
、
大
和
十
九
年

（
四
九
五
）
に
刻
さ
れ
、
正
式
に
は

「
長

図二 古 陽洞北壁
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こ
の
造
像
記
の
書
風
は
、
方
正
厳
整
で
あ
る
。
ま
た
横
画
、
縦
画
な
ど
の
起
筆
、
収

筆
が
は

っ
き
り
し
て
お
り
、
造
像
書
風
の
先
駆
を
な
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、　
一
種

の
標
準
形
を
呈
し
て
い
る
。

康
有
為
は

『
広
芸
舟
雙
揖
』
で

「
長
楽
王

（牛
板
造
像
記
）、
広
川
王

（太
妃
侯
造

像
記
）、
大
妃
侯
、
高
樹
は
端
方
峻
整
」
ま
た
、
「
体
方
筆
厚
に
し
て
、
画
平
ら
か
に
し

て
竪
直
。
よ
ろ
し
く
先
ず
こ
れ
を
学
ぶ
べ
し
」
と
評
し
て
い
る
。

二
、
増
補
校
碑
随
筆
訓
読

増
補
長
楽
王
丘
穆
陵
亮
夫
人
尉
遅
造
像

大
和
□
九
年
十
二
月
、
正
書
、
七
行
、
行
十
六
字
。

乾
嘉
拓
本
、
二
行

「
牛
檄
」
之

「
檄
」
字
完
好
、
稽
晩
僅
損
末
二
筆
。
近
拓

「
檄
」

字
石
湖
痕
已
連
及
首
行

「
公
」
字
。
五
行

「
若
有
」
之

「
若
」
字
、
稽
嘗
拓
本

「
口
」

部
未
損
、
新
拓
則
働
成

一
白
塊
。

有
重
刻
本
、
三
行
首

「銀
」
字
、
原
石
稽
有
模
糊
、
重
刻
本
竜
空

一
格
、　
一
筆
不
刻
。

首
行
第
三
字
原
石
渤
、
重
刻
本
空

一
格
也

一
筆
不
刻
。

影
印
本

有
正
書
局
有
石
印

《龍
門
廿
品
》
。

日
本
二
玄
社

《書
跡
名
品
叢
刊
》
輯
入
膠
印
。

日
本

《書
苑
》
龍
門
造
像
専
琥
。

藝
苑
員
賞
社
珂
曜
版
印

《龍
門
造
像
廿
品
》
。

〈語
句
説
明
〉

。
模
糊

・
・
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
、
あ
い
ま
い
で
あ
る

。
首

ｏ
ｏ
・
最
初
、　
一
番
初
め

・
格

…

。
段
、
行
、
字

・
膠
印
＝
肢
印

◆
・
ゴ
ム
印
刷
の
こ
と

・
乾

・
・
・
乾
隆
年
間

（
一
七

一
一
～

一
七
九
九
）

◆
嘉

ｏ
ｏ
・
嘉
慶
年
間

（
一
七
九
六
～

一
八
二
〇
）

ｏ
有
正
書
局

・
・
・
中
国
の
出
版
社

一
四

・
珂
理
版
印

ｏ
ｏ
・
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

⇔

コ
ロ
タ
イ
プ

※
コ
ロ
タ
イ
プ
の
方
が
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
よ
り
上
質
で
あ
る
。

〈書
き
下
し
文
〉

大
和
□
九
年
十
二
月
。
正
書
。
七
行
。
行
ご
と
に
十
六
字
。

乾
嘉
の
拓
本
、
二
行

「
牛
概
」
の

「
檄
」
字
完
好
な
り
。
や
や
晩
の
も
の
僅
か
に
末

二
筆
を
損
す
。
近
拓

「檄
」
字
の
石
動
の
痕
は
已
に
連
な
り
て
首
行

「
公
」
字
に
及
ぶ
。

五
行
の

「若
有
」
の

「
若
」
字
、
や
や
旧
拓
本
は

「
口
」
部
、
未
だ
損
せ
ず
。
新
拓
は

す
な
わ
ち
湖
し

一
白
塊
を
成
す
。

重
刻
本
有
り
、
三
行
の
首

「
錢
」
字
、
原
石
は
や
や
模
糊
あ
り
。
重
刻
本
は
つ
い
に

一
格
を
空
け
、　
一
筆
も
刻
さ
ず
。
首
行
の
第
二
字
は
原
石
潮
す
。
重
刻
本
は

一
格
を
空

け
、
ま
た

一
筆
も
刻
さ
ず
。

影
印
本

有
正
書
局
石
印
有
り

「
龍
門
二
十
品
」

日
本
二
玄
社

「
書
跡
名
品
叢
刊
」
集
入
膠
印

日
本

「書
苑
」
龍
門
造
像
専
号

芸
苑
真
賞
社
珂
曜
版
印

「
龍
門
造
像
二
十
品
」

〈大
意
〉

大
和
□
年
十
二
月
、
楷
書
、
七
行
、　
一
行
十
六
字
。

乾
隆
、
嘉
慶
年
間
の
拓
本
は
二
行
日

「
牛
檄
」
の

「
概
」
の
字
が
完
全
で
あ
る
。
や

や
末
期
に
近
い
も
の
は
、
わ
ず
か
に
最
後
の
二
画
が
摩
滅
し
て
い
る
。
近
拓
で
は

「檄
」

の
字
は
石
が
摩
滅
し
た
後
が
既
に

一
行
日
の

「
公
」
の
字
と
つ
な
が

っ
て
い
る
。
五
行

日
の

「
若
有
」
の

「
若
」
の
字
は
、
や
や
旧
拓
本
で
は

「
口
」
の
部
分
が
摩
滅
し
て
い

な
い
が
、
新
拓
で
は
摩
滅
し
白
い
塊
が
で
き
て
い
る
。

重
刻
本
が
あ
る
。
重
刻
本
は
三
行

一
字
目
の

「鎮
」
の
字
が
、
原
石
は
や
や
あ
い
ま

い
で
あ
る
の
に
対
し
、
重
刻
本
で
は

一
マ
ス
全
て
空
白
で
一
筆
も
刻
さ
れ
て
い
な
い
。

一
行
三
字
目
は
原
石
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
重
刻
本
は

一
マ
ス
空
自
で
あ
り
、
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一
筆
も
刻
さ
れ
て
い
な
い
。

三
、
善
本
碑
帖
録
訓
読

魏
牛
檄
造
像
記

正
書
、
七
行
、
行
十
六
字
。

魏
大
和
□
九
年
十

一
月
。

石
刻
在
河
南
洛
旧
龍
門
山
。

乾
、
嘉
拓
本
第
二
行
牛
檄
、
檄
字
末
二
宅
元
石
花
、
完
好
。
稽
旧
拓
檄
字
末
宅
全
損

渤
、
近
拓
檄
字
右
石
花
連
及
首
行
公
字
。

〈語
句
説
明
〉

・
動

・
・
・
石
が
裂
け
る

・
石
花

・
・
石
の
上
に
咲
い
た
花
　
石
傷

〈書
き
下
し
文
〉

正
書
、
七
行
、
行
ご
と
に
十
六
字
。

魏
の
大
和
□
九
年
十

一
月
。

石
刻
は
河
南
の
洛
陽
、
龍
門
山
に
在
り
。

乾
、
嘉
拓
本
の
第
二
行
の
牛
檄
、
檄
字
の
末
二
筆
は
石
花
元
く
、
完
好
な
り
。
や

や
旧
拓
は
概
字
の
末
筆
全
て
損
動
す
。
近
拓
は
檄
字
の
右
の
石
花
、
連
な
り
て
首
行

の
公
字
に
及
ぶ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

〈大
意
〉
楷
書
、
七
行
、　
一
行
十
六
字
。

魏
大
和
□
九
年
十

一
月
。

石
刻
は
河
南
洛
陽
龍
門
山
に
有
る
。

乾
隆
年
間
、
嘉
慶
年
間
の
拓
本
は
二
行
目

「
牛
檄
」
の

「
檄
」
字
の
最
後
二
筆
に

石
花
が
無
く
、
完
全
で
あ
る
。
や
や
旧
拓
は

「
檄
」
字
の
末
筆
が
全
て
摩
滅
し
て
い

る
。
近
拓
は

「
檄
」
字
の
右
の
石
花
が

一
行
日
の

「
公
」
字
に
繋
が
っ
て
い
る
。

四
、
考
察

増
補
校
碑
随
筆

（
二
）、
善
本
碑
帖
録

（
三
）
の
記
述
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

・
乾
隆

・
嘉
慶
年
間
の
拓
↓
二
行
日

「
檄
」
字
に
石
花
が
な
く
完
全
で
あ
る

（増
補
校

碑
随
筆
）
（善
本
碑
帖
録
）。

・
乾
隆

・
嘉
慶
年
間
終
わ
り
の
拓
↓
二
行
日

「
檄
」
字
の
最
後
の
二
画
が
摩
滅
し
て
い

る

（増
補
校
碑
随
筆
）。

・
や
や
旧
拓
本
↓
二
行
日

「檄
」
字
の
最
終
画
が
全
て
摩
滅
し
て
い
る
。
五
行
日

「
若
」

字
の

「
口
」
が
摩
滅
し
て
い
な
い

（増
補
校
碑
随
筆
）
（善
本
碑
帖

録
）。

・
近
拓
↓
二
行
日

「
檄
」
字
の
摩
滅
の
後
が

一
行
日
の

「
公
」
字
に
及
ん
で
い
る

（増

補
校
碑
随
筆
）
（善
本
碑
帖
録
）。

・
新
拓
↓
五
行
日

「
若
」
字
の

「
口
」
部
分
が
摩
滅
し
、　
一
白
塊
が
あ
る

（増
補
校
碑

随
筆
）。

・
重
刻
本
↓

一
行
日
三
字
目
が

一
マ
ス
空
白
で
刻
さ
れ
て
い
な
い
。
三
行
日

「
銭
」
字

が
空
自
で
刻
さ
れ
て
い
な
い

（増
補
校
碑
随
筆
）。

こ
れ
ら
の
記
述
を
も
と
に
比
較
表
の
①
か
ら
③

（①
北
京
最
旧
拓
本
②
清
雅
堂

一
九

四
二
③
清
雅
堂

一
九
七
九
④
書
跡
名
品
叢
刊
⑤
中
国
法
書
選
⑥
書
品

一
七
号
⑦

一
九
九

五
年
椎
拓
本
）
の
拓
本
を
考
察
し
て
い
く
。

乾
隆

・
嘉
慶
年
間
に
採
拓
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
①
北
京
最
旧
拓
で
あ
る
。
理

由
は
二
行
日

「檄
」
字
に
石
花
が
無
く
、
欠
損
し
て
い
る
部
分
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

②
清
雅
堂

一
九
四
二
③
清
雅
堂

一
九
七
九
年
刊
本
は
、
二
行
日

「
檄
」
字
の
最
後
二
画

が
欠
損
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
乾
隆

・
嘉
慶
年
間
終
わ
り
頃
の
拓
と
考
え
ら
れ
る
。
④

書
跡
名
品
叢
刊
⑤
中
国
法
書
選
は
、
二
行
日

「
檄
」
字
の
最
後
の
二
筆
が
全
て
欠
損
し

て
い
る
。
五
行
日

「
若
」
字
の

「
口
」
部
分
は
や
や
摩
滅
が
み
ら
れ
る
も
の
の
⑥
⑦
と

比
べ
る
と
小
さ
い
た
め
、
や
や
旧
拓
本
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
⑥
書
品

一
七
号
は
二
行
日

「檄
」
字
の
摩
滅
が

「羊
」
部
分
ま
で
及
び
、
石
花
が
②
③
④
⑤
に
比
べ
て
大
き
く
な
っ

て
お
り
、　
一
行
日

「
公
」
字
に
近
付
い
て
い
る
。
さ
ら
に
五
行
日

「
若
」
字
の

「
口
」

の
右
下
部
分
の
摩
滅
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
近
拓
と
考
え
ら
れ

る
。
①

一
九
九
五
年
椎
拓
本
は
、
比
較
表
か
ら

一
目
瞭
然
で
あ
る
が
ど
の
字
も
摩
滅
が

一
五



④

書跡名品叢刊

19594「

二玄社

田近憲三

近藤秋堂蔵本

③

清雅堂

1979年

江川碧渾蔵本

②

清雅堂

1942年

記載なし

①

龍門二十品

1995年

中教出版

北京最旧拓本

拓
本
の
概
要

一
行
日

「
十
」

一
行
日

「
公
」

二
行
日

「
概
」

三
行
日

「
鎮
」

五
行
日

「若
」
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図
三
　
牛
概
造
像
記
比
較
表
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③

新潟大学蔵拓本

⑦

龍門二十品

19954「

中教出版

1995年椎拓本

⑥

書品17号

1951年

東洋書道協会

記載なし

⑤

中国法書選

1988年

二玄社

個人蔵

一
七
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ひ
ど
く
す
す
ん
で
い
る
。
二
行
日

「
檄
」
字
の
石
花
は

一
行
日

「
公
」
字
の
三
画
か
ら

四
画
目
に
及
び
、
五
行
日

「
若
」
字
の

「
口
」
部
分
は
中
が
全
て
摩
滅
し
て
い
る
。
ま

た
⑥
と
比
較
す
る
と
二
行
日

「
檄
」
字
の
摩
滅
も
す
す
ん
で
い
る
。
よ
っ
て
新
拓
で
あ

Ｚつ
。五

、
結

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
③
新
潟
大
学
所
蔵
拓
を
検
証
す
る
。
比
較
表
で
窺
い
、

二
行
日

「
檄
」
字
の
石
花
が

一
行
日

「
公
」
字
に
ど
れ
ぐ
ら
い
及
ん
で
い
る
か
を
み
る

と
、
そ
の
大
き
さ
は
⑥
と
①
の
間
と
い
え
る
。
二
行
日

「
概
」
字
の
摩
滅
具
合
は
つ
く

り
の
部
分
が
み
え
な
い
。
ま
た

「
檄
」
字
の
上
、
左
に
①
か
ら
①
ま
で
に
は
み
ら
れ
な

い
摩
滅
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
三
行
日
の

「
鎮
」
字
は
、
金

へ
ん
が
①
か
ら
①

の
も
の
と
形
が
異
な
る
。
五
行
日

「
若
」
字
の

「
口
」
部
分
は
摩
滅
し
、
「
口
」
の
中

を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は

一
見
、
新
拓
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る

が
、
字
形
を
①
か
ら
⑦
と
比
較
す
る
と
、
三
画
目
の
横
画
及
び
右
上
が
り
の
角
度
が
異

な
る
。
比
較
表
で
は
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
他
の
文
字
を
み
る
と
、
①
）か
ら
①
あ
も

の
と
筆
勢
が
異
な
っ
て
い
た
。
新
潟
大
学
蔵
拓
は
摩
滅
な
ど
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
再
現

し
て
い
る
が
、
総
じ
て
翻
刻
で
あ
る
と
考
え
る
。

○
楊
大
限
造
像
記

一
、
概
要

北
壁

。
上
中
下
段
三
段
中
の
上
段
、
入
り
口
よ
り
三
番
目
、
魏
霊
蔵
造
像
記
の
左
側

に
あ
る

（
図
二
）。
造
像
記
の
高
さ
は
・２６
ｃｍ
ヽ
幅
は
４２
帥
あ
る
。
内
容
は
前
段
が
楊
大

眼
を
讃
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
題
額
に

「
邑
子
像
」
と
あ
る
。
所
謂
、
龍
門
四
品

の

一
つ
で
あ
る
。

楊
大
眼
は
北
魏
の
武
人
で

『
魏
書
』
列
伝
六

一
、
『
北
史
』

『
南
斉
書
』
に
関
連
す

る
記
載
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
彼
は
人
並
み
以
上
の
驚
異
的
な
跳
走
力
を
も
ち
、

勇
敢
で
、　
一
世
を
風
靡
し
た
。
明
帝
の
時
に
荊
州
指
史

。
平
東
将
軍
に
な
り
在
任
の
ま

ま
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
刻
石
は
文
意
か
ら
、
彼
が
南
機
の
掃
蕩
か
ら
帰
還
し
た
景
明
元
年

（
五
〇
三
）

一
八

却
同
〔
¨
だ
投
膨
”
働
薫
い
』
デ
織
轍
輛
「
蒙
鵬
醐
¨
」
剛
利
け

て 覧み
・
｛替
颯
赫
跡
膨

陽
に
遷
都
し
、
統

一
の
偉
業
を
完
成
し
た
こ
と
を
讃
え
る
）
と
い
う
文
章
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
造
像
記
は
孝
文
帝
の
高
徳
を
あ
わ
せ
て
賞
賛
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

書

・
刻
と
も
優
れ
て
お
り
、
康
有
為
は

『
広
芸
舟
雙
揖
』
で

「
始
平
公
、
魏
霊
蔵
と

と
も
に
雄
強
原
密
」
、
「
隷
書
の
意
を
遺
憾
な
く
極
め
、
歴
然
た
り
」
と
評
し
て
い
る
。

二
、
増
補
校
碑
随
筆
訓
読

【楊
大
眼
造
像
記
】
正
書
十

一
行
、
行
二
十
三
字
。
有
額
、
正
書
、
陰
文
三
字
。
在

河
南
洛
陽
。

薔
拓
本
第
五
行
踵
應
等
字
、
第
六
行
垂
字
光
字
完
好
、
又
也
催
二
字
間
、
僅
渤
連
也

下
擢
上
筆
道
。
第
十
行
刊
名
二
字
可
耕
。
今
則
垂
字
漫
濾
、
光
字
末
筆
損
、
也
擢
二
字

働
更
甚
、
踵
字
只
存
右
下
角
之
少
許
臭
。
若
踵
字
下
尚
存
大
半
、
典
刊
字
排
者
、
為
稽

嘗
拓
本
。

増
補

楊
大
眼
造
像
記

乾
隆
拓

¨
首
行

「
孝
文
皇
」
之

「
文
」
字
僅
損
捺
筆
之
端
。
五
行

「
遠
」
字
末
筆
完

好
。
十
行

「
刊
石
」
二
字
完
好
。
稽
晩
拓

「
刊
」
字
即
損
鈎
筆
。

嘉
慶
拓
本

¨
首
行

「
文
」
字
可
見
。
二
行

「
不
適
」
之

「
不
」
字
完
好
。
五
行

「
龍

曜
」
之

「
龍
」
字
未
働
。
六
行

「
也
擢
」
二
字
完
好
。

道
光
拓
本

¨
首
行

「
文
」
字
渤
蓋
、
二
行

「
不
」
字
中
渤
。
五
行

「
龍
」
字
右
渤
。

六
行

「
也
擢
」
之

「
也
」
字
下
湖
、
「
催
」
字
上
湖
。
然
五
行

「
踵
應
」
二
字
完
好
。

十
行

「
刊
石
」
二
字
之

「
刊
」
字
但
損
鈎
筆
、

「
石
」
字
但
損
上
横
。

給
奮
拓

¨
首
行

「
孝
」
字
僅
上
徴
損
。
五
行

「
踵
應
」
二
字
之

「
踵
」
字
渤
上
小
半
、

「應
」
字
渤

「
心
」
部
。
十
行

「
刊
」
字
渤
左
半
、

「
石
」
字
湖
上
半
。

近
拓

¨
首
行

「
孝
」
字
働
蓋
。
五
行

「
踵
」
字
働
大
半
。
十
行

「
刊
石
」
二
字
湖
蓋
。

影
印
本

¨

一
、
藝
苑
員
賞
社
珂
檄
版
印

《龍
門
造
像
廿
品
》
。

二
、
日
本
二
玄
社

《書
跡
名
品
叢
刊
》
輯
入
、
膠
印
。
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五 四 三

日
本

《書
苑
》
龍
門
造
像
専
輯
。

有
正
書
局
有
石
印

《龍
門
廿
品
》。

北
京
文
物
出
版
社

《龍
門
四
品
》
輯
入
奮
拓
本
。

〈語
句
説
明
〉

。
正
書

。
・
楷
書

・
筆
道

。
・
筆
づ
か
い

。
辮

・
。
・
弁
別
す
る
、
見
分
け
る

。
少
許

・
・
少
し
ば
か
り
、
わ
ず
か
、
少
数

。
捺

ｏ
ｏ
ｏ
右
払
い
、
（漢
字
の
筆
画
の

一
つ
）
右
下

へ
斜
め
に
は
ね
る

。
端

・
・
・
さ
き

。
完
好

。
二
死
全
で
あ
る

・
鈎

・
・
・
は
ね
、
漢
字

の
は
ね
る
筆
法

。
少
半

・
・
半
分
足
ら
ず
、
半
分
よ
り
も
や
や
少
な
い

〈書
き
下
し
文
〉

正
書
十

一
行
、
行
ご
と
に
二
十
三
字
。
額
有
り
。
正
書
。
陰
文
三
字
。
河
南
洛
陽
に

在
り
。

薔
拓
本
は
第
五
行
踵
應
等
の
字
、
第
六
行
垂
字
光
字
、
完
好
な
り
。
又
也
催

二
字
の

間
は
、
僅
か
に
渤
し
也
の
下
催
の
上
に
筆
道
連
な
る
。
第
十
行
刊
名
の
二
字
耕
ず
べ
し
。

今
す
な
わ
ち
垂
字
漫
濾
、
光
字
の
末
筆
損
し
、
也
催
の
二
字
は
動
す
こ
と
更
に
甚
だ
し
、

踵
字
只
右
下
角
の
少
許
を
存
す
。
も
し
踵
字
の
下
尚
大
半
を
存
し
、
刊
字
と
排
ず
べ
き

も
の
は
や
や
奮
拓
本
と
為
す
。

増
補
乾
隆
拓
の
首
行

「
孝
文
皇
」

の

「
文
」
字
、
僅
か
に
捺
筆
の
端
を
損
す
。
五
行

「
遠
」

字
の
末
筆
は
完
好
な
り
。
十
行

の

「
刊
石
」

の
二
字
完
好
な
り
。
や
や
晩
拓
は

「
刊
」

字
す
な
わ
ち
鈎
筆
を
損
す
。

嘉
慶
の
拓
本
は
首
行

「
文
」
字
見
る
べ
し
。

二
行

「
不
適
」

の

「
不
」
字
完
好
な
り
。

五
行

「
龍
曜
」
の

「
龍
」
字
は
未
だ
湖
さ
ず
。
六
行
の

「
也
擢
」

の
二
字
、
完
好
な
り
。

道
光
の
拓
本
は
首
行
の

「
文
」
字
渤
し
尽
く
し
、
二
行
の

「
不
」
字
中
ば
働
す
。
五

行
の

「
龍
」
字
の
右
渤
す
。
六
行

「
也
擢
」
の

「
也
」
字
の
下
動
し
、
「
催
」
字
の
上

動
す
。
し
か
れ
ど
も
五
行
の

「
踵
應
」
の
二
字
完
好
な
り
。
十
行
の

「
刊
石
」
二
字
の

「
刊
」
字
た
だ
鈎
筆
を
損
し
、
「
石
」
字
た
だ
上
横
を
損
す
。

や
や
奮
拓
は
首
行
の

「
孝
」
字
、
僅
か
に
上
微
損
す
。
五
行
の

「
踵
應
」
二
字
の

「
踵
」
字
は
上
は
小
半
を
動
し
、
「
應
」
字
の

「
心
」
部
渤
す
。
十
行
の

「
刊
」
字
の

左
半
を
動
し
、
「
石
」
字
の
上
半
を
動
す
。

近
拓
、
首
行
の

「
孝
」
字
は
渤
し
尽
く
す
。
五
行

「
踵
」
字
は
大
半
渤
す
。
十
行

「
刊
石
」
の
二
字
は
動
し
尽
く
す
。

〈大
意
〉

楷
書
十

一
行
、　
一
行
二
十
三
字
。
額
、
楷
書
、
碑
陰
三
字
。
河
南
洛
陽
に
あ
る
。

旧
拓
本
は
五
行
目
の

「
踵
」

「應
」
等
、
六
行
日
の

「
垂
」

「
光
」
は
完
全
で
あ
る
。

又
、
「
也
」

「催
」
の
間
は
僅
か
に
石
が
裂
け
、
「
也
」
の
下
と

「
擢
」
の
上
と
の
筆
づ

か
い
が
つ
な
が
っ
て
い
る
。
十
行
日
の

「
刊
」

「
名
」
の
二
字
は
見
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
今
は

「
垂
」
の
字
は
は
っ
き
り
せ
ず
、
「
光
」
の
字
は
末
筆
が
破
損
し
て
お
り
、

「
也
」
と

「
催
」
の
二
字
は
摩
滅
が

一
層
甚
だ
し
く
、
「
踵
」
の
字
は
只
、
右
下
角
が

少
し
残
る
だ
け
で
あ
る
。
も
し
、
「
踵
」
の
字
の
下

（
の
部
分
）
が
ま
だ
大
部
分
残

っ

て
お
り
、
「
刊
」
の
字
が
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
（
そ
れ
は
）
や
や
旧
拓
本

で
あ
る
。

増
補
楊
大
眼
造
像
記

乾
隆
年
間
の
拓
の

一
行
日

「
孝
文
皇
」
の

「
文
」
の
字
は
、
わ
ず
か
に
右
払
い
の
端

が
摩
滅
し
て
い
る
。
五
行
日
の

「
遠
」
の
字
の
末
筆
は
、
完
全
で
あ
る
。
十
行
日
の

「
刊
石
」
の
二
字
は
、
完
全
で
あ
る
。
や
や
乾
隆
末
期
拓
は
、
「
刊
」
字
の
は
ね
が
摩

滅
し
て
い
る
。

嘉
慶
年
間
の
拓
本
の

一
行
日

「
文
」
の
字
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
行
日

「
不
適
」
の

「
不
」
の
字
は
、
完
全
で
あ
る
。
五
行
日

「
龍
曜
」
の

「
龍
」

の
字
は
、
摩
滅
し
て
い
な
い
。
六
行
日

「
也
催
」
の
二
字
は
、
完
全
で
あ
る
。

一
九



新潟大学教育人間科学部紀要 第 10巻  第 1号

道
光
年
間
の
拓
本
の

一
行
日

「文
」
の
字
は
摩
滅
し
尽
く
し
て
お
り
、
二
行
日

「
不
」

の
字
は
少
し
欠
け
て
い
る
。
五
行
日

「
龍
」
の
字
は
右
側
が
摩
滅
し
て
い
る
。
六
行
日

「
也
擢
」
の

「
也
」
の
字
の
下
部
分
は
、
摩
滅
し
て
い
る
。
「
擢
」
の
字
は
上
部
分
が

摩
滅
し
て
い
る
。
し
か
し
、
五
行
日
の

「
踵
應
」
の
二
字
は
完
全
で
あ
る
。
十
行
日

「
刊
石
」
の

「
刊
」
の
字
は
は
ね
が
摩
滅
し
て
い
て
、
「
石
」
の
字
は
上
横
が
摩
滅
し

て
い
る
。

や
や
旧
拓
本
は

一
行
日

「
孝
」
の
字
わ
ず
か
に
上
が
摩
滅
し
て
い
る
。
五
行
目

「
踵

應
」
の

「
踵
」
の
字
は
上
の
半
分
足
ら
ず
が
摩
滅
し
て
お
り
、
「
應
」
の
字
の

「
心
」

の
部
分
が
な
く
な

っ
て
い
る
。
十
行
日

「
刊
」
の
字
は
左
半
分
が
摩
滅
し
て
お
り
、

「
石
」
の
字
は
上
半
分
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

近
拓
は

一
行
日

「
孝
」
の
字
が
摩
滅
し
て
な
く
な
っ
て
い
る
。
五
行
日

「
踵
」
の
字

は
大
部
分
が
な
く
な

っ
て
い
る
。
十
行
日

「
刊
石
」
の
二
字
は
摩
滅
し
て
な
く
な
っ
て

い
る
。

三
、
善
本
碑
帖
録
訓
読
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

魏
楊
大
眼
造
像
記

正
書
、
十

一
行
、
廿
三
字
。
額
正
書
、　
一
行
三
字
。

元
年
月
。
刻
石
在
洛
隅
龍
門
山
老
君
洞
。

見
乾
隆
拓
本
、
第

一
行

″為
孝
文
皇
″
等
字
可
見
、
五
行
遠
踵
應
三
字
完
好
。
遠
字

末
筆
完
好
。
十
行
刊
石
二
字
完
好
。

其
次
孝
字
完
好
、
文
字
可
見
。
踵
應
二
字
完
好
、
刊
字
可
見
。
給
旧
道
光
拓
孝
字
損
、

踵
應
二
字
存
大
半
。
比
較
近
拓
損
渤
字
少
。

此
記
新
旧
拓
本
比
較
民
国
前
拓
与
民
国
后
拓
、
字
口
与
損
渤
　
字
相
差
彼
多
、
学
者

可
求
民
国
前
拓
本
。
因
民
国
来
学
魏
碑
体
人
多
、
拓
毀
。

以
上
二
種
与
始
平
公
、
孫
秋
生
等
、
称
龍
門
四
品
。
字
多
較
完
整
清
晰
、
是
正
規
魏

碑
体
。

〈
用
語
説
明
〉

。
魏
碑

・
・
・
北
魏
の
石
碑
の
文
字

・
毀

・
・
・
・
壊
す
、
破
壊
す
る

二
〇

◆
較

ｏ
・
ｏ
ｏ
比
較
的

ｏ
字

口

・
・
・
字
肌

〈書
き
下
し
〉

正
書
、
十

一
行
、

二
十
三
字
。
額
は
正
書
、　
一
行
三
字
。

無
年
月
。
刻
石
は
洛
陽
龍
門
山
老
君
洞
に
在
り
。

乾
隆
拓
を
見
る
に
、
第

一
行
の

「
孝
文
皇

の
為
に
」
等
の
字
は
見
る
べ
し
。
五
行
の

遠
踵
應
の
三
字
は
完
好
な
り
。
遠
字
の
末
筆
は
完
好
な
り
。
十
行
の
刊
石
の
二
字
は
完

好
な
り
。

そ
の
次
、
孝
の
字
は
完
好
、
文
字
は
見
る
べ
し
。
踵
應
の
二
字
は
完
好
、
刊
字
は
見

る
べ
し
。
や
や
ふ
る
き
道
光
拓
の
孝
字
は
損
し
、
踵
應
の
二
字
は
大
半
損
す
。
近
拓
と

比
較
す
る
に
、
字
を
損
勘
す
る
こ
と
少
な
し
。

こ
の
記
の
新
旧
拓
本
を
比
較
す
る
に
民
国
前

の
拓
と
民
国
後

の
拓
は
、
字

口
と
損
湖

す
る
の
字
相
の
差
は
な
は
だ
多
し
。
学
ぶ
者
は
民
国
前
の
拓
本
を
求
め
る
べ
し
。
ち
な

み
に
民
国
来
、
魏
碑
体
を
学
ぶ
人
多
く
、
拓
し
毀
さ
る
。

以
上
二
種
と
始
平
公
、
孫
秋
生
等
を
龍
門
四
品
と
称
す
。
字
は
多
く
較
べ
る
に
完
整

清
晰
、
こ
れ
は
正
規
の
魏
碑
体
な
り
。

〈大
意
〉

楷
書
、
十

一
行
、

二
十
三
字
。
題
額
楷
書
、　
一
行
三
字
。

年
月
な
し
。
刻
石
は
洛
陽
龍
門
山
の
老
君
洞
に
あ
る
。

乾
隆
年
間
の
拓
本
を
見
る
と
、　
一
行
日

「
為
孝
文
皇
」
等
の
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
、

五
行
日

「
遠
踵
應
」
の
三
字
は
完
全
で
、
し
か
も

「
遠
」
の
字

の
末
筆
も
完
全
、
十
行

日

「
刊
石
」
の
二
字
も
完
全
で
あ
る
。

そ
の
次
の

（拓
は
）
「
孝
」
の
字
が
完
全

で
文
字
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
踵
應
」

の
二
字
も
完
全
で
、
「
刊
」
の
字
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
や
や
古

い
同
光
年
間

の
拓

は
、
「
孝
」

の
字
が
摩
滅
し
て
お
り
、
「
踵
應
」

の
二
字
は
大
半
が
残

っ
て
お
り
、
近
拓

と
比
較
す
る
と
摩
滅
し
て
い
る
字
が
少
な
い
。

こ
の
造
像
記
の
新
旧
の
拓
本
を
比
較
す
る
と
、
中
華
民
国
以
前
の
拓
と
そ
れ
以
後

の

拓
で
は
、
字
肌
と
摩
滅
し
た
字
の
相
違
が
大
変
多
い
た
め
、
学
者
は
中
華
民
国
以
前

の
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拓
本
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
中
華
民
国
に
な
っ
て
か
ら
、
北
魏
の
石
碑
の
文

字
を
学
ぶ
人
が
多
く
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
採
拓
に
よ

っ
て
石
面
が
壊
さ
れ
た
。

以
上
、
二
種
と
始
平
公
、
孫
秋
生
な
ど
を
龍
門
四
品
と
い
い
、
字
が
比
較
的
多
く
完

整
清
晰
、
正
規
の
北
魏
の
石
碑
の
文
字
で
あ
る
。

四
、
考
察

増
補
校
碑
随
筆

（
二
）、
善
本
碑
帖
録

（
三
）
の
記
述
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

・
乾
隆
年
間
の
拓
↓

一
行
日

「
為
孝
文
皇
」
、
五
行
日

「
遠
踵
應
」

「
遠
」
の
最
終
筆
、

十
行
日

「
刊
石
」
完
全
で
あ
る

（善
本
碑
帖
録
）。

「
文
」
字
の
右
払
い
の
端
が
摩
滅
、
五
行
日

「
遠
」
最
終
筆
、
十

行
日

「
刊
石
」
が
完
全
で
あ
る

（増
補
校
碑
随
筆
）。

・
乾
隆
年
間
晩
期
の
拓
↓

「
刊
」
字
の
は
ね
が
摩
滅
し
て
い
る

（増
補
校
碑
随
筆
）。

・
嘉
慶
年
間
の
拓
↓

一
行
日

「
文
」
字
は
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
行
日

「
不
」
字
は

完
全
で
あ
る
。
五
行
日

「
龍
」
字
は
摩
滅
し
て
い
な
い
。
六
行
日

「
也
催
」
も
完
全
で
あ
る

（増
補
校
碑
随
筆
）。

・
道
光
年
間
の
拓
↓

一
行
目

「
文
」
字
、
二
行
日

「
不
」
字
の
ほ
と
ん
ど
、
五
行
目

「
龍
」
の
右
、
六
行
日

「
也
」
の
下
部
分
、
「
催
」
字
の
上
部
分

が
摩
滅
し
て
い
る
。
五
行
日
の

「
踵
應
」
の
二
字
は
完
全
で
あ
る
。

十
行
日

「
刊
」
字
の
は
ね
、
「
石
」
字
は
上
横
が
摩
滅
し
て
い
る

（増
補
校
碑
随
筆
）。

。
や
や
古
い
道
光
年
間
の
拓
↓

一
行
日

「孝
」
字
が
摩
滅
し
て
お
り
、
五
行
日

「
踵
應
」

・
　

　

は
大
半
が
残

っ
て
お
り
、
近
拓
と
比
較
す
る
と
摩
滅
が

少
な
い

（善
本
碑
帖
録
）。

・
旧
拓
↓
五
行
日

「
踵
應
」
、
六
行
日

「
垂
」
は
完
全
、
六
行
日

「
也
擢
」
の
二
字
の

間
は
摩
滅
し
、
「
也
」
の
下
、
「擢
」
の
上
が
つ
な
が
っ
て
い
る

（増
補
校
碑

随
筆
）。

・
や
や
旧
拓
↓
五
行
日

「
踵
」
字
の
下
の
大
半
が
あ
る
。
十
行
日

「
刊
」
が
み
え
る

（増
補
校
碑
随
筆
）。

一
行
日

「孝
」
字
の
上
が
わ
ず
か
に
摩
滅
し
て
い
る
。
五
行
日

「
踵
應
」

の

「
踵
」
字
の
上
半
分
が
摩
滅
し
、
「應
」
字
の

「
心
」
部
分
が
な
い
。

十
行
日

「
刊
」
字
左
半
分
、
「
石
」
字
の
上
部
分
が
な
く
な

っ
て
い
る

（増
補
校
碑
随
筆
）。

・
近
拓
↓

一
行
日

「
孝
」
字
、
五
行
日

「
踵
」
の
大
部
分
、
十
行
日

「
刊
石
」
の
二
字

が
摩
滅
し
な
く
な
っ
て
い
る

（増
補
校
碑
随
筆
）。

こ
れ
ら
の
記
述
を
も
と
に
、
比
較
表
の
①
か
ら
①
の
拓
本
を
考
察
し
て
い
く
。
①
北

京
最
旧
拓
本
は
乾
隆
年
間
晩
期
も
し
く
は
嘉
慶
年
間
も
の
だ
と
推
察
さ
れ
る
。　
一
行
日

「
為
孝
文
皇
」
、
二
行
日

「
不
」
、
五
行
日

「
龍
」

「
遠
踵
應
」
が
完
全
で
、
十
行
目

「
刊
」
字
の
は
ね
が
摩
滅
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
②
清
雅
堂

一
九
四
二
④
書
跡
名
品

叢
刊
⑨
中
国
法
書
選
⑥
清
雅
堂

一
九
七
九
年
刊
本
は
や
や
旧
拓
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤

龍
門
造
像
題
記
③
書
学
大
系
は
近
拓
と
推
察
さ
れ
る
。
⑦
書
学
二
九
二
号
は
①
か
ら
⑥
、

③
、
⑨
の
拓
と
比
較
す
る
と
摩
滅
が
甚
だ
し
く
、　
一
行
日

「
孝
文
皇
」
、
五
行
日

「
踵

應
」
、
十
行
日

「
刊
石
」
が
欠
損
し
て
い
る
こ
と
か
ら
新
拓
と
判
断
し
た
。
③
書
道
名

品
体
系
に
つ
い
て
は

「
遠
」
字
等
、
字
形
が
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

五
、
結

四
の
考
察
を
も
と
に
⑪
新
潟
大
学
蔵
拓
本
を
検
証
し
て
い
く
。
⑪
は
比
較
表
で
み
る

と
全
体
的
に
摩
滅
が
激
し
い
。　
一
行
日
の

「
為
孝
文
皇
」
、
五
行
日

「
踵
」
、
六
行
日

「
垂
」
、
「
也
催
」
、
十
行
日

「
刊
石
」
は
摩
滅
が
ひ
ど
く
、
も
と
の
文
字
を
確
認
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
⑩
は

一
九
九
五
年
の
拓
で
あ
る
が
、　
一
行
日
の

「為
」
字
が
残

っ

て
い
る
の
に
対
し
、
⑪
は
摩
滅
し
て
い
る
。
こ
の
拓
本
は

一
九
七
〇
年
頃
購
入
さ
れ
た

の
だ
か
ら
、
矛
盾
が
生
じ
る
。
も
う

一
点
、
疑
間
に
感
じ
る
こ
と
は
、
五
行
日
の

「
遠
」

字
で
あ
る
。
①
以
外
は

「
遠
」
の
下
と

「
踵
」
の
上
が
摩
滅
し
連
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、

⑪
は

「
遠
」
の
し
ん
に
ょ
う
が
く
っ
き
り
と
み
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
新

潟
大
学
蔵
の
拓
本
は
翻
刻
で
あ
る
と
考
え
る
。



⑤

龍門造像題記

中田勇次郎

19741「

④
書跡名品叢刊

19594手

二玄社

田近憲三

近藤秋堂蔵本

③

書道名品大系

書芸文化院

1955年

②

清雅堂

1942年

記載なし

①

龍門二十品

1995年

中教出版

北京最旧拓本

拓
本
の
概
要

一
行
日

「
為
」

「孝
」

「
文
」

習
置

二
行
日

「
不
」

五
行
日

「
遠
」

「
踵
」

「
應
」
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⑪

新潟大学蔵拓本

⑩

龍門二十品

1995年

中教出版

1995年椎拓本

⑨

中国法書選

1988年

二玄社

個人蔵

③

書学大系

同朋舎

1984i「

⑦

書学392号

1982年

日本書道教育学会

石橋鯉城蔵本

⑥

清雅堂

1979年

江川碧渾蔵本

芦犠

ノ喪=h■

一
一
一一一



⑤

龍門造像題記

④

書跡名品叢刊

③

書道名品大系

②

清雅堂

1942年

①

北京最旧拓本

拓

本

五
行
日

「
龍
」

六
行
日

「
垂
」

六
行
日

「
光
」

六
行
日

「
也
」

「
擢
」

十
行
日

「
刊
」

「
石
」

新潟大学教育人間科学部紀要 第 10巻  第 1号
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二
五

⑪

新潟大学蔵拓本

⑩

1995年椎拓本

⑨

中国法書選

③

書学 392号

⑦

書学大系

⑥
堂

年

雅

７９

清

１９

打評
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『
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版
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、
『
中
国
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木
耳
社

・
『
中
国
碑
刻
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行
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シ
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芸
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新
聞
社

・
『
書
道
研
究
』

一
九
八
八

・
六
、
美
術
新
聞
社

・
難
波
清
郎
、
「
龍
門
の
造
像
」
、
『
書
学
』
二
九
二
号
、
日
本
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道
教
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学
会

・
松
井
如
流
、
「
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門
造
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記
」
、
『
書
品
Ｌ
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号
、
東
洋
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道
協
会

・
劉
景
龍
、
『
龍
門
二
十
品
』
、
中
教
出
版
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